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幸

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
子
鹿
1
8
年
の
新
春
を
お
逢
え
で
き
た

こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
、
村
政
の
雅
進
に
あ
た
り
、
ひ
と
か
た

な
ら
ぬ
ご
協
力
と
深
い
ご
理
解
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
新
年
に
あ
た
り
、
職
務
の
卓

太
さ
を
さ
ら
に
痛
感
し
、
新
た
な
る
意
欲
を
た
ぎ

ら
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
国
際
経
済
は
、
一
部
で
は

回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
下
に
あ
り
ま
す
。

一
方
村
内
で
は
、
基
幹
産
業
の
漁
業
は
、
サ
ケ
漁

が
近
年
に
な
い
好
漁
で
あ
り
ま
し
た
が
、
他
の
魚

種
の
水
揚
げ
は
伸
び
ず
、
魚
価
の
低
迷
に
加
え
て
、

国
の
公
共
事
業
の
減
少
と
そ
れ
に
伴
う
雇
用
の
輯

小
、
消
費
の
落
ち
込
み
と
、
長
引
く
不
況
は
依
然
と

し
て
出
ロ
が
見
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
村

民
・
行
政
・
民
間
等
の
連
帯
と
協
働
に
ょ
り
小
さ

な
こ
と
を
頼
み
卓
ね
、
l
サ
づ
つ
着
実
に
進
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
“

そ
し
て
、
「
島
牧
村
に
住
ん
で
い
て
幸
せ
だ
」

と
実
感
で
き
る
よ
う
に
健
康
で
明
る
く
、
阜
忘

い
の
待
て
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
村
議
舎
弟
計

の
皆
様
を
は
じ
め
村
民
の
皆
様
の
頼
轟
的
な
ご
聴

音
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
顔
い
や
し
上
げ
ま
す
∵

ご
承
知
の
よ
う
に
国
に
お
い
て
は
、
地
方
金
棒
、

三
位
l
体
改
革
、
市
町
村
合
併
間
選
蜜
、
地
方
客
め

ぐ
る
藷
問
題
が
ま
す
ま
す
論
議
さ
れ
て
い
る
等
－

与
で
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Y

特
に
市
町
村
合
併
弼
選
に
つ
き
ま
し
て
は
、
∵
連

に
お
い
て
新
た
な
枠
組
み
が
示
さ
れ
る
予
長
官
な

っ
て
お
勺
、
後
志
広
域
連
合
埼
盤
と
併
せ
、
い
て
い

ろ
な
議
論
が
な
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
∵

村
民
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
は
、
回
、
適
の
意
向

を
十
分
に
碕
ま
え
な
が
ら
的
確
な
梼
親
猿
供
を
す

る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
村
議
合
並
び
に
阻
様
と

協
議
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
々
お

り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
好
り

ょ
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
本
年
も
健
康
で
最

良
の
牛
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
希
う
申
し

上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
換
拶
と
さ
せ
て
い
た
驚
き

圭
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
底
1
8
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
、
皆
様
に
は
ご

壮
健
で
逸
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
、
皆
様
の
ご
支
援
に
ょ
り
ま
し
て
、
譲

合
活
動
に
専
念
し
、
譲
合
の
円
滑
な
埋
骨
と
村
政

発
展
の
た
め
微
力
な
が
ら
骨
畝
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
、
あ
ら
た
め
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
国
内
経
済
は
深
刻
な
不
況

の
中
、
一
部
に
は
若
干
の
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
る

も
の
の
、
北
海
連
経
済
は
回
復
の
兆
し
も
全
く
見

ら
れ
ず
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
方
村
内
で
も
、
基
幹
産
業
の
漁
業
は
、
こ
こ
数

年
低
迷
し
て
い
ま
し
た
秋
サ
ケ
漁
の
水
揚
げ
が
、

好
漁
で
あ
っ
た
一
昨
年
を
上
回
る
回
復
の
兆
し
は

見
ら
れ
た
も
の
の
他
の
魚
種
は
依
然
と
し
て
低
迷

し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
輸
入
水
産
物
の
増
大
に
伴

う
魚
価
の
下
落
な
ど
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、

一
方
農
業
で
は
、
夏
季
問
の
大
使
に
恵
ま
れ
、
作
柄

は
若
干
良
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
他
で
は

公
呉
事
業
削
減
に
伴
う
雇
用
の
縮
小
、
消
費
の
落

ち
込
み
と
、
景
気
低
迷
の
厳
し
さ
の
目
立
っ
た
l

年
で
あ
り
ま
し
た
。

逸
え
た
今
年
は
、
村
内
各
産
業
の
振
興
は
も
と

よ
り
町
村
合
併
の
開
塾
を
筆
頭
に
、
纏
め
て
普
鼻

な
謹
選
が
山
嶺
し
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。

村
の
将
来
を
左
右
す
る
渚
裸
饗
に
つ
い
て
、
皆

様
の
意
向
を
十
分
に
地
温
し
た
上
で
、
議
鶉
を
尽

く
し
最
良
の
緒
論
が
得
ら
れ
る
よ
う
頻
っ
て
お
う

ま
す
。地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
も
、
l
捜
査
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
夜
も
さ
ら
■
た
活
弁

あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
基
幹
産
鷺
で
あ
れ

漁
業
の
振
興
、
生
活
関
連
施
設
の
整
備
、
渦
祉
対
馬

の
雅
逢
、
教
育
環
境
の
整
備
等
…
の
行
政
需
鼻
に
応

え
、
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
日
萌
し
、
鼠
決
壊
欄
と

し
て
の
役
割
、
青
任
の
普
太
さ
を
深
く
鶉
鶉
し
、
決

意
を
新
た
に
藷
凍
寒
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
よ
す
…
。

昨
年
9
月
の
l
般
選
挙
か
ら
、
村
議
会
の
議
員

定
数
が
9
名
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
≠

今
後
と
も
、
私
ど
も
議
舅
は
、
｝
よ
り
豊
か
な
倦
み

ょ
い
村
づ
く
り
を
昌
凝
し
て
皆
様
の
ご
劫
符
に
応
■
■

え
る
べ
く
淡
念
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
一

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
均
勺
ま
す
守
っ
肌

心
か
ら
お
顔
い
や
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
～

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
隠
藤
と
ご
多
幸
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
■
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

エ



（単位：人、戸）実施別人口・世帯数

紙数　　2，502　　2，301　2，224

男　　1，208　1，103　1，088

女　　1，294　1，198　1，136

人

［］

世帯数　　　913　　　848　　　878

地区別人口・世帯数

匿ヨ相田削匿繋
歌　島　　　62　　175　　　84　　　91

本　日　　147　　346　　155　　191

栄　磯　　　39　　日5　　　56　　　59

豊　浜　　　77　　193　　　92　　101

永豊町　　　46　　121　　49　　　72

泊　　　147　　385　　191　194

5工ノ悪　　　29　　　79　　　34　　　45

元　町　　168　　368　　192　　176

原歌町　　　60　　146　　　62　　　84

栄　浜　　　32　　　69　　　37　　　32

合　計　　807　1，997　　952　1，045

北海道定置漁業協会理事

石狩後志海区漁業調整委員会委員

〃　　　　　　　　　副会長

日本海さけ・ます増殖事業協会副会長

海上保安協会小樽支部常任幹事

北海道漁業信用基金協会代表監事

◇主な公職

昭和61年5月～

昭和63年8月～

平成16年8月～

平成14年5月～

平成15年5月～

平成16年7月～

今
年
1
0
月
1
日
現
在
で
実
施
さ
れ

た
、
国
勢
調
査
に
お
け
る
地
方
集
計

の
結
果
が
出
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
国
勢
調
査
の
人
口
は
、
議
員
定
数

の
決
定
や
地
方
交
付
税
交
付
金
の
算

定
の
基
準
な
ど
の
法
定
人
口
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
後
順
次
公
表
さ
れ
る

統
計
は
、
国
・
道
・
市
町
村
の
社
会

福
祉
、
環
境
整
備
計
画
、
防
災
対
策

な
ど
の
行
政
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ

る
の
を
は
じ
め
、
各
方
面
で
色
々
な

計
画
な
ど
の
た
め
の
資
料
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
す
。

統
計
調
査
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
地
方
集
計
と
は
島
牧
村
で
独
自
集
計
し

た
結
果
で
あ
り
、
今
後
国
か
ら
発
表
さ
れ

る
確
定
数
と
数
値
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
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北
港
遺
産
葉
音
献
周

作
け
い
血
＝
P
い
≠
Ⅵ
ロ
ト
H
≠
い
白
人
W
い
て
＼
¶
〕
い
≠
リ
ブ
＝
戦
ぐ
k
¶
「
＝
“
W
H
n
h
鞠
b
壷
¶
P
＝
≠
州
い
0
日
心
Ⅵ
や
い
≠
Ⅵ
〃
揖
W
用
心
い
≠
H
に
粗
1
り
‥
h
≠
1
．
p
L
鼎
㌧
O
J

漬
野
勝
男
さ
ん
　
（
豊
浜
）

永
年
に
わ
た
り
漁
協
理
事
及
び

組
合
長
と
し
て
、
優
れ
た
指
導
力

と
行
動
力
で
沿
岸
漁
業
の
振
興
を

図
り
、
漁
業
経
営
の
安
定
と
組
合

の
健
全
運
営
に
尽
力
し
、
そ
の
顕

著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
、
濱
野
勝

男
さ
ん
が
北
海
道
産
業
貢
献
賞

（
水
産
団
体
等
功
労
者
）
　
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

濱
野
さ
ん
は
、
島
牧
漁
協
組
合

長
の
ほ
か
、
さ
け
・
ま
す
等
の
栽
培

漁
業
の
推
進
や
、
海
区
漁
業
調
整

委
員
な
ど
数
々
の
公
職
を
歴
任
す

る
な
ど
北
海
道
水
産
業
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。



㈱島牧建設に感謝状を贈呈
1－－－－－m‥一　　　一　　　一　　一　　・一一一　　一一1－、－11－－－－m一一一一一■一一1－－－11－、－　－　－　　－　－　－1－－　－■

北海道南西沖地震津波災害復旧で

平成5年8月から用地を無償提供

さる11月15日、㈱島牧建設（代表取締役　渡遥

忠夫）に村から感謝状が贈られました。

㈱島牧建設は、北海道南西沖地震災害復旧事業

で発生する多量の建設副産物（土砂等）の仮置き

場所として、村からの要請に協力し平成5年8月

から無償で用地の提供を行い、事業の円滑な推進

に多大な貢献をされました。
▲　藤田村長から渡遠社長へ感謝状贈呈のようす

▲　左から河崎さん、竹田さん、田中さん、手塚さん

％人権作文コンテスト

島牧中学生4名入選

人権の重要性や必要性について理解を深めると

ともに、豊かな人権感覚を身につけることを目的

とした作文コンテストに、島牧中学校から4名が

入選しました。

寿都地区大会優秀賞
寿都地区大会優秀賞
寿都地区大会優秀賞
寿都地区大会優秀賞

大会で治躍

河崎　怜奈さん
竹田　　梓さん

田中　雪枝さん

手塚花奈子さん

前列左から二階君、斉藤君、佐々木君
後列左から田宮さん、田中さん、河崎君、佐藤君

渠
刃
国
宝
後
志
少
年
柔
痘
大
会

中
学
生
女
子
5
2
k
g
以
下
級

二

位

　

田

　

中

　

瑞

　

己

中
学
生
女
子
5
2
k
g
超
級

三

位

　

田

　

宮

　

　

　

桜

等
訓
回後
志
中
学
校

新
人
梁
塵
大
至

中
学
生
団
体
戦

優
勝
　
島
牧
中
学
校

（
伊
藤
浩
二
・
斉
藤
陽
介
・

佐
々
木
玄
太
・
河
崎
信
卓
・

佐
藤
貴
洋
二
一
階
健
斗
）

軽
量
級
二
位
　
斉
　
藤
　
陽
　
介

中
量
級
優

勝

　

河

　

崎

　

信

　

卓

重
量
級
二
位
　
佐
　
藤
　
貴
　
洋

1
1
月
1
3
日
、
余
市
町
で
全
後
志
少
年
柔
道
大
会
・
後
志
中

学
校
新
人
柔
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、
約
4
0
0
人
が
参
加
し

て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

島
牧
か
ら
も
子
ど
も
達
が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習
成
果
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
、
優
秀
な
成
績
を
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
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長、：了・・・′

▲　力作揃いに来場者も感心しきり

10／29
・艶

話
讃

▲　小学校全校生徒の合唱

▲　保育所ぞう組園児による「マツケンサンバⅡ」

▲　ラウンドテーブルのようす

▲　市川啓子先生の講演

↓
　
絵
手
紙
と
手
芸
作
品

生
き
が
い
づ
く
り
生
涯
学
習
促
進
事
業

畢
為
栗
粛
霊
虎
嘉

琴
念
芸
者
尊
意
葺
を

1
2
月
1
4
日
、
島
牧
村
ふ
れ
あ
い

交
流
セ
ン
タ
ー
　
「
お
あ
し
す
」
　
で

平
成
1
7
年
度
生
き
が
い
づ
く
り
生

涯
学
習
促
進
事
業
が
行
わ
れ
ま
し

た。

こ
の
事
業
は
、
道
民
カ
レ
ッ
ジ

連
携
講
座
と
し
て
、
島
牧
村
教
育

委
員
会
と
財
団
法
人
北
海
道
生
涯

学
習
協
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、

約
幼
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
臨
床
心
理
士
の
市

川
啓
子
先
生
か
ら
　
「
し
つ
け
は
親

か
ら
の
大
事
な
贈
り
物
」
　
と
題
し

た
御
講
演
を
い
た
だ
き
、
続
い

て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
ス
ピ

ー
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
3
名
の
発
言

者
の
ま
わ
り
を
、
参
加
者
が
取
り

囲
ん
で
　
「
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

3
名
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
地
域

の
教
育
力
な
ど
の
テ
ー
マ
に
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
意
見
を
述
べ
、
そ

の
内
容
を
熱
心
に
メ
モ
す
る
参
加

者
も
い
ま
し
た
。

道
民
カ
レ
ッ
ジ
と
は

◆
　
「
学
び
た
い
と
い
う
意
思
」

を
唯
一
の
入
学
資
格
と
す
る

生
涯
学
習
の
学
園
で
す
。
だ

れ
で
も
、
い
つ
で
も
入
学
で

き
ま
す
。

◆
道
内
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で

開
催
さ
れ
て
い
る
講
座
に
参

加
で
き
ま
す
。

◆
自
分
で
学
び
た
い
講
座
を
選

び
、
自
分
を
高
め
る
と
と
も

に
、
地
域
な
ど
で
生
か
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。



慶弔や特別行事で除雪が必要なと

き（ただし、除雪可能な場所に限

る）は、建設水道課土木係へご相談

ください。

気温がマイナス4℃以下になると、水道管が凍っ

て、水が出なくなったり、破裂したりする水道の凍

結事故が増加します。

気象状況に注意して、お出かけの際や寝る前には

戸締まりと水道の水抜きを心がけましょう。

水抜き田方法
1．蛇口を開いて水を出し、元栓を閉めます。

2．蛇口は朝まで開いたままの状態にしておいてください。

万一、水道管が凍って水が出ないときは、蛇口から床面までの管に

雑巾かタオルを巻き熱湯をかけます。

そのまま15分くらい放置しておくと水がでます。

いくら熱湯をかけても水が出ない場合は、蛇口を無理に回したりせ

ず、建設水道課水道係まで連結してください。

なお、水道凍結修理代金は別途必要です。

道
道
夜
問
の

除
雪
は
し
ま
せ
ん

本
格
的
な
降
雪
時
期
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
除
排
雪
作
業

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、
次
の
事

に
つ
い
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

路
上
駐
車
は
除
排
雪
作
業
の
一
番
の
敵
で
す
。
狭
い
道
路

な
ど
で
は
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
、
非
常
に
危
険
で

す。
ま
た
、
作
業
が
遅
れ
て
結
果
的
に
み
ん
な
に
迷
惑
が
か
か

り
ま
す
。

低
い
塀
や
樹
木
は
雪
で
見
え
ま
せ
ん
。
赤
布
な
ど
わ
か
り

や
い
目
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ド
ラ
ム
缶
や
磯
舟

な
ど
も
路
上
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

除
雪
後
に
残
る
玄
関
先
の
雪
は
、
再
び
車
道
に
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
交
通
障
害
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
自
で
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

除
排
雪
事
業
は
十
分
注
意
し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
除
雪

車
に
出
会
っ
た
と
き
は
、
安
全
な
距
離
を
保
ち
、
絶
対
に
近

寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
特
に
、
子
ど
も
を
近
づ
け
な
い
で

く
だ
さ
い
。

報
㍍

1
月
は
、
平
年
同
様
に
日
本
海
側
で
は
雪
の
巳
が
多

く
、
太
平
洋
側
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
は
平
年
に
比
べ
曇
や

雪
の
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。
。

重
言
摘
㌔
錮
関
配
縞
相
関
机
餌
㌘
日
が

知
事
多
く
、
太
平
洋
側
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
は
晴
れ
る
日
が
多

温
い
鋸
錯
㌃
み
か
高
く
・
降
水
量
は
平
年
並
み
で
し

ょ
う
。



1　メタポリックシンドロームとは

過食、運動不足による高脂血症、高血圧症、糖尿病などの生活習慣病が要因

になっている心血管病（心筋梗塞、脳梗塞）が死因の約3割を占めています。

これまでは、コレステロール値を下げることが、動脈硬化の予防と考えら

れていました。しかし、コレステロール値に関係なしに心血管病が増えてい

ます。二∵人に生活習慣病が重なっている状態をメタポリックシンドロームと

いい、その主因（肥満）が内臓脂肪の蓄積です。

2　内臓脂肪とは

腹部の腸の困りにある脂肪で、いわゆる皮下脂肪とは違います。この内臓

脂肪の蓄積が生活習慣病を悪化させます。

内臓脂肪の量を表すのがへその囲りの腹囲です。

腹　囲－男性85cm以上、女性90cm以上

中性脂肪－150mg／dl以上

善玉コレステロール－40mg以下

血　圧－130～85以上

空腹時血糖－110mg／dl以上

※　腹囲に加えて2項目以上あれば、メタポリックシンドロームです。頻度

は、男性20～30％、女性7～8％です。

3　治療法は

皮下脂肪は運動、食生活の改善（減量）を行ってもなかなか減りません

が、内臓脂肪は短期間で減少し、中性脂肪値、血圧値、血糖値が低下します。

内臓脂肪を直接低下させる薬はありません。生活習慣を変えて効果がなけ

れば、高脂血症、高血圧症、糖尿病に対してそれぞれ薬を使うことになります。

メタポリックシンドロームとは、軽症の生活習慣病及び予備軍と考えられ

ます。

地域でひきこもりや不登校の子どものことでご心

配されている家族や住民の方を対象に講演会を開催
します。
「学校に行こうと思うと、お腹や頭が痛くなる」「ど

うして、この子が」「親が悪いの？」様々な不安や心配

を抱えている方は、是非お越しください。

日　時　平成18年1月13日（金）

10：00～12：00

場　所　余市町中央公民館2階

（余市町大川4－14－3）

内　容

講演　「子どもの心に寄り添って
～ゆっくり生きる」

講師　レター・ポスト・フレンド相談

ネットワーク代表　田　中　敦　氏

申込み　平成18年1月日日（水）

締め切り

聞合せ・倶知安保健所子ども・保健推進課
申込先　精神保健福祉係　　　　℡0136－22－1957

倶知安保健所余市支所　℡0135－23－3104

Lltノ霊一どこも
■・－－よい歯の表彰式

12月12日、総合福祉医療センターで「よい歯の表彰式」

が行われ、17人の子がピカピカ賞（むし歯が0本の子）を

受賞しました。これからも健康な歯を大切にしてくださ

い。受賞者は次のとおりです（）は保護者

本　日

古村美沙子ちゃん（朋弘）

長谷川理美ちゃん（晃）

木村　　嘩ちゃん（孝志）

小原　陽夏ちゃん（一巳）

栄　磯

杉村　勇哉くん（朋晃）

豊　浜

成田　圭書くん（博樹）

泊

伊藤　修汰くん（学）

花田　雄太くん（雄二）

花田　拓弥くん（輝樹）

永島　隼斗＜ん（茂雄）

西海　諒薫くん（敦詞）

上田　大一くん（雅憲）

江ノ島

木村　春菜ちゃん（一行）

干　走

渡辺　彪雅くん（健吾）

元　町

亀谷　唯華ちゃん（福太郎）

高舘すずなちゃん（友和）

原歌町

本庄　　蓮くん（佑也）

島
牧
診
療
所
村
山
輿
志
夫



健康追憶
・ニ工．一十

恕鷲

お口の体操をすると、顔や舌の筋肉・神経が刺激され、おとろえた

顔・□・舌の動きがスムーズになり、唾液のでかたもよくなります。

顔面体操

手　順

ラ～3をそれぞれ

約10秒間行ったあ

と、いっきに力を

ぬきリラックスし

ます。

これを3回繰り返

します。

唇、頻など顔の筋肉を動かすことで、脳にほどよい刺激が伝わり、筋

肉や神経をめざめさせて、表情を豊かにします。

●はじめに十分息をすい

●唇を横にひき
●頬をあげ

●しっかり目を閉じる。

手　順

舌を意識して動か

し、2つの体操を

続けて行います。

■

●口と目をお

開ける。

●口をしっかり閉じて

●アップアップで婦を膨

らませ
●左右に口を動かす。

舌の動きや働きがよくなり、言葉をはっきり発音するのに役立ちます。

また、日を閉じて行う舌体操は、唇・頼・顎の動きも整えます。

●舌をおもいきり出した

りひっこめたりするn

■

●舌をできるだけ前に出

して左右に動かす。　　　●吉を出して、鼻のあ
●口のまわりを舐めるよ　　　たまや顎を舐めるよ

うに舌を左右かわるが
わるにまわす。

●舌で上唇を押す。　　　●舌で下唇を押す。　　●

だ液腺マッサージ

手　順

マッサージする位

置を確認してから

はじめましょう。
1～3を2～3回

くりかえします。

うな感じで、上と下
に動かす。

舌で左右の頬 を押す。
●舌で左右かわるがわるに

まわす。

だ液腺（耳下腺・顎下腺・舌下腺）への刺激で、だ液がたくさんと11る

ようになり、乾燥がおさまり、口の中もきれいになって、口内炎など

が治りやすくなります。

冒下眼への刺潮
●人さし指から小指まで

の4本の指を婿にあて、

上の奥歯のあたりを後
ろから前へむかってま
わす。（10回）

顎下腹への刺激
●親指を顎の骨の内側の柔

らかい部分にあて、耳の
下から顎の下まで5か所
くらいを順番に押す。（各
5回ずつ）

●両手の親指をそろえ、

顎の真下から舌をつき
上げるように、ゆっく
りグーツと押す。（10

回）

lヽ－／

」ノ

③
舌
下
帽
へ
の
刺
灘



平成18年　宅牧村成人式
平成18年の島牧村成人式を1月8日（日）午後1

時より「おあしす」で挙行します。

今年の成人者は、昭和60年4月2日から昭和61年
4月1日までに生まれた方で、名簿は次のとおりで

す。（本村に住民登録されている方）

（泊地区）
木　元　健太郎

西　出　絢　子

（千走地区）
八　戸　友　大

（元町地区）
中　山　佳　映

橋　本　佐智子

金　木　未　束

（原歌地区）
藤　田　千　恵

（本日地区）
高　橋　あゆみ

津　島　有　希

三　幡　研　介

（港地区）
鶴　間　陽　子

（豊浜地区）
臼　杵　徹　子

本　間　あゆみ

（永豊地区）
成　田　麻　美

※名簿は10月末現在で調査したもので、調査後の転

入、掲載もれ、あるいは成人式をふるさと島牧村で

迎えたいと思っている方は、教育委員会生涯学習

係（℡75－6211内線68）へご連絡ください。

島牧診療所は、医科・歯科とも

に12月29日から1月5日まで休診

となります。（医科は29日～30日、

1月5日の急患は対応します。）

休診期間中は、寿都医師会当番

医が対応します。

l �巨誓う　′’ゝ毒■　　　　　　　　20歳になったら、まず国民年金 
あなたの加入する国民年金は・・・ 

必 ず �慰霊慧者　靡　篭 �自営業者・自由業者・農業従事者・無職の人・遺族年 金受給権者・学生 障害年金受給権者とその配偶者 老齢（退職）年金の受給資格期間を満たしている人と その配偶者 � 

加 入 す ��地方議会の議員・国会議員とその配偶者 老齢（退職）年金受給権者の配偶者 

第2号雛鵬諦飛行 就職時～70歳未満了∴1、 �厚生年金加入者 共済組合員 

る 人 ��船員 

第3号被保険者 20歳～60歳未満 �厚生年金加入者・共済組合員・船員の配偶者（扶養さ れている人に限る） 

保険料は忘れずに納めましょう 

1
月
1
0
日
は

「
1
1
0
番
の
日
」
で
す

急
ぐ
ほ
ど
　
正
し
く

は
っ
き
り
　
1
1
0
番

1
1
0
番
は
、
事
件
や
事
故
に

「
遭
っ
た
」
　
と
き
　
「
見
た
り
聞
い

た
り
し
た
」
　
と
き
に
早
く
警
察
に

知
ら
せ
る
緊
急
用
の
警
察
通
報
電

話
で
す
。
1
1
0
番
を
お
か
け
に
な
っ
た

と
き
は
、
次
の
こ
と
を
お
聞
き
し

ま
す
の
で
、
落
ち
着
い
て
話
し
て

く
だ
さ
い
。

①
何
が
あ
り
ま
し
た
か
？

（
交
通
事
故
、
泥
棒
な
ど
）

②
い
つ
で
す
か
、
ど
こ
で
す
か
？

（
事
件
、
事
故
の
あ
っ
た
時
刻
、

場
所
、
近
く
の
目
標
物
な
ど
）

③
犯
人
は
、
今
い
ま
す
か
？

（
人
数
、
人
相
、
服
装
、
凶
器
、

特
徴
な
ど
）

④
犯
人
は
ど
の
方
向
へ
、
ど
う
や

っ
て
逃
げ
ま
し
た
か
？

（
逃
走
方
向
と
徒
歩
か
車
か
、

車
の
色
、
ナ
ン
バ
ー
、
特
徴
な

ど）
⑤
今
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

（
事
件
や
事
故
の
様
子
、
け
が

人
、
救
急
車
の
手
配
な
ど
）

⑥
あ
な
た
は
？

（
通
報
者
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
事
件
・
事
故
と
の
関

係
な
ど
）

※
急
が
な
い
各
種
の
相
談
・
要

望
等
は
警
察
相
談
専
用
電
話
　
「
♯

9
1
1
0
」
　
へ
お
か
け
く
だ
さ

い。

（
寿
都
警
察
署
）

し



ト所得申告の納税相談日■

月　日　　　　地　区　　　　時　間　　　　　場　所

9：00～15：00　島牧村役場

9：30～15：00　歌島児童館

永豊t泊

江ノ島
2月16日（木）

2月17日（会）歌島

（折川よケ西側）9：30～12：00ふれあい交流セン

ター　おあしす
13：00へノ15・00

9・30へJ15：00　軽臼三二体育館

9：30～15．00　元町漁村センター

9．30～15・00　原歌生活館

9　30へ一12：00　栄浜福祉館

13：30へ一14：30　第一栄浜地区会館

2月21日（火）

本日

（折jlはり東側）

2月22日（水）栄磯・豊浜

2月24日（金）千走・元町

2月27日（月）原歌

第二栄浜

第一栄浜

2月28日（火）

×　上記の日程で都合の悪い方は、2月16日から3月15日（各地区の

相談日を除く）まで役場住民課で受付します。

弁護士相談 

1月12日（木）・13日（金） 

1月26日（木）‥27日（金） 

2月9日（木）・10日（金） 

2月23日（木）・24日（金） 

初回の相談は無料 

事前予約制 

予約受付時間10時～】6時 

電話　0135－62－8373 

場所／岩内町高台84－3 

（佐藤精肉店となり） 

法
人
道
民
税
童
業
税
の
申
告
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

北
海
道
で
は
、
平
成
1
8
年
1
月

よ
り
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
　
を
利
用
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
法
人
道

民
税
・
法
人
事
業
税
の
申
告
受
付

を
開
始
し
ま
し
た
。

利
用
で
き
る
の
は
、
北
海
道
に

申
告
を
行
う
納
税
者
　
（
税
理
士
等

代
理
人
を
含
む
）
　
で
、
利
用
届
出

の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
る
方
で

す。
利
用
開
始
の
方
法
等
、
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
エ
ル
タ
ッ
ク
ス

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い。

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
‥
＼
＼
w
w
w
．
e
－
t
a
）
こ
p
＼

後
志
支
庁
税
務
課
課
税
係

℡

0

1

3

6

－

2

3

1

1

3

3

2

し

法
定
調
書
の
提
出
は

1
月
3
1
日
ま
で
に

平
成
1
7
年
1
月
1
日
か
ら
相
月

3
1
日
ま
で
に
、
給
料
や
報
酬
な
ど

の
支
払
い
を
し
た
者
は
、
支
払
先

の
住
所
・
氏
名
・
支
払
金
額
な
ど

を
記
載
し
た
書
類
　
（
法
定
調
書
と

い
い
ま
す
）
　
を
市
町
村
経
由
で
税

務
署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
法
定
調
書
は
、
1
年
間
の

支
払
分
を
取
り
ま
と
め
て
提
出
す

る
も
の
で
、
提
出
期
限
は
平
成
1
8

年
1
月
3
1
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

法
定
調
書
は
適
正
な
課
税
を
行

う
た
め
の
重
要
な
資
料
と
な
り
ま

す
の
で
、
記
載
誤
り
の
な
い
よ
う
期

限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
給
与
支
払
報
告
書
を
提

出
す
る
と
き
は
、
総
括
表
を
添
え

て
受
給
者
の
所
在
地
の
市
町
村
に

そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
住
民
課
税
務
係
）

平
成
1
8
年
出
初
式

消
防
支
署
・
消
防
団
の
出

初
式
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
1
月
5
日
　
（
水
）

午
前
1
0
時

場
所
　
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
　
（
同
日
）

○
　
午
前
7
時
3
0
分



10月16日～12月15日

＼＼Jノ

：　　　（10月）
■16日　小学校学芸会

・17巨】選挙管理委員会

：24日　産業建設常任委員会

：29日　第37回文化祭（30日まで）

：　　（11月）
・2El　総務社会常任委員会現地調査

：6日　後志PTA母親研修会

：8日　決算審査特別委員会
－10日　交付税検査（11日まで）

・13日　第4回ふるさと演芸会

：14日　例月出納検査

：15日　道徳教育研究発表会
】16日　開発道路農牧実利河線促進期成会総会

117日　地区会長連絡協議会

：　　地区会長会議

：　　生活改善推進委員会臨時総会
29日　総務社会常任委員会

・　　　　（12月）

：2日　選挙管理委員会

：6日　特設人権相談
112日　例月出納検査

・　　　よい歯の表彰式
l

、十∵賢ご／∵鷲

わが家の

お殿様

溜蒜紫苑くん
し　初ん

l　原歌町／鈴木邦彦・早苗さんの

1　　　　　　　　　　　お子さん

l　　　（平成14年4月19日生）

：ちょっと落ち着きか
■　なくて泣き虫だけど、い

‖日日■　つも元気いっぱいの紫

うごき

（10月16日～12月15日住民係受付分・敬称略）

17．10．6　高舘　ちな　……　元町

（商館友和・菜穂子のお子さん）
いし　い　　　　　たける

17．11．19　石井　　翔　…‥・

（石井義幸・美香のお子さん）

17．11．24　三春　慶将　……

（三春将之・貴子のお子さん）

聾おくやみ
17．11．6　北島　陽子（53歳）

17．11．23　若山　紀之（46歳）

（11月30日現在）

■人　口

男2，089人（前月比△1人）1，002人（前月比△1人）

女：1，087人（前月比△0人）

■世帯数

958戸（前月比＋1戸）

江ノ島

原歌町

苑。家では弟と一緒に車、＼、
で遊んでいます。

力せなどひかずlこ元気で優し
い子に育ってください。

具　　わが家の

お殿様
う大　だ　　　ひ与　と

上申　大仏くん
泊／上田雅憲・紅己さんの

お子さん

（平成14年4月18日生）

遊ぶの大好き
・おかし大好き
・あ母さん大好

きな元気いっぱい
の子どもです。
自然が豊かな忘牧

村で、のびやかに育てて
いきたいです。

（雅憲・紅己さん）

／〆／

（早苗さん）

■一・一．｛－→一、－、、－㌧㌧＼＿

苛箭1諾濃473日達成

運 転 免 許 �≦ ≦－般・違反講習 

1月17日（火）2月14日（火） 

∃一　般　書13：00～14：00 

鎗歎鱗霹麿　　　＝‾∃違　反　者14‥15～16‥15 

攣攣攣空目優良周回講習 　　1月20日（金）2月17日（金） 　　卜優良者13‥00～13‥30 

∃初回更新者1む00～16‥00 

∃岩内自動車学校　0135‾62‾1328 

謡結私語・鍍∵㍉∴‥　‥」八雲自動車学校　01376－3－2111 
、＿．－ィ‖　　　　1月12日（木）1月19日（木） 

J：隼雄守雄帝準呵　1月26日（木）2月2日（木） 

芸　2月9日（木）2月16日（木） 

盃しま �ま �ヰ平成17年12～平成18年1月号認諾誤認認諾警悪賢讐㌶還気慧£札幌支社 L　No．470 

自然環境へのやさしさを考え、

，．大豆インキを使用しています。

●■

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

｛

／
プ
ト
ト
ト
ト
ー
～
＼
＼


	img001
	img002
	img003
	img004
	img005
	img006
	img007
	img008
	img009
	img010
	img011
	img012

